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－幸せな地域づくりの理論化に向けて－－幸せな地域づくりの理論化に向けて－
持続可能な地域を訪ねて持続可能な地域を訪ねて
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は
じ
め
に

　

今
年
１
月
下
旬
、
福
島
県
二
本
松
市
東
和
地
区
で
里
山
再
生
に

取
り
組
む
N
P
O
法
人
ゆ
う
き
の
里
東
和
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
議
会

（
以
下
ゆ
う
き
の
里
東
和
）
が
、
第
5
回
「
地
域
再
生
大
賞
」
の
準
大

賞
を
受
賞
し
た
。
こ
れ
は
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
団
体
を
支
援
す

る
た
め
、
全
国
の
地
方
新
聞
社
45
社
と
共
同
通
信
社
が
設
け
て
い
る

賞
で
あ
る
。

　

ゆ
う
き
の
里
東
和
は
、
平
成
の
合
併
の
際
に
過
疎
化
が
進
む
こ
と

に
危
機
感
を
い
だ
い
た
有
機
農
業
生
産
者
、
商
店
街
、
生
協
関
係
者

な
ど
が
、
有
機
農
業
を
中
心
と
し
た
地
域
資
源
循
環
の
ふ
る
さ
と
づ

く
り
を
目
指
そ
う
と
立
ち
上
げ
た
N
P
O
法
人
で
あ
る
。
以
来
、
道

の
駅
の
運
営
を
し
な
が
ら
、
資
源
を
生
か
し
た
新
し
い
産
業
づ
く
り
、

新
規
就
農
者
の
受
け
入
れ
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
を
積
極
的
に

行
っ
て
き
た
。
東
和
地
区
は
、
も
と
も
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル（
社

会
関
係
資
本
）
が
豊
か
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
外
部
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

な
ど
が
加
わ
り
、
内
発
的
発
展
の
力
が
育
ま
れ
て
いっ
た
。
震
災
後
、

こ
の
地
域
も
原
発
事
故
に
よ
っ
て
大
き
な
影
響
を
受
け
た
が
、
い
ち
早

く
地
域
の
活
力
を
取
り
戻
し
、
さ
ら
に
は
新
規
の
ワ
イ
ン
会
社
が
立

ち
上
が
り
、
農
家
民
宿
が
増
え
、
都
市
と
の
交
流
事
業
が
活
性
化
す

る
な
ど
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス（
回
復
力
）
と
地
域
の
力
を
存
分
に
発
揮
し
て

き
た
。
こ
こ
は
国
内
だ
け
で
な
く
、海
外
か
ら
も
注
目
を
浴
び
て
い
る
。

　

C
S
O
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
主
管
を
務
め
る
「
地
域
の
力
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

は
、
今
年
度
、
島
根
県
の
邑お

う

南な
ん

町
と
旧
柿
木
村
（
現
在
の
吉よ

し

賀か

町
）、

山
形
県
の
置お

き

賜た
ま

地
区
を
訪
れ
た
。
詳
し
く
は
、
本
文
を
見
て
い
た
だ

き
た
い
が
、
邑
南
町
で
は
、
地
産
地
消
の
食
材
を
使
っ
た
「
A
級
グ
ル

メ
の
ま
ち
づ
く
り
」
や
「
日
本
一の
子
育
て
村
」
を
目
指
し
、
旧
柿
木
村

で
は
有
機
農
業
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
て
き
た
。
ど
ち
ら
も

外
部
か
ら
の
移
住
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
。
ま
た
山
形
県

置
賜
地
区
で
は
、
こ
の
地
域
に
あ
る
３
市
５
町
を
ひ
と
つ
の「
自
給
圏
」

と
と
ら
え
、
豊
富
な
地
域
資
源
を
基
礎
に
産
業
や
雇
用
を
生
み
出
し

地
域
経
済
の
好
循
環
を
目
指
す
壮
大
な
取
り
組
み
を
は
じ
め
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
地
域
の
可
能
性
は
果
て
し
な
い
。
農
山
村
は
豊
か
な
地

域
資
源
、
美
し
い
里
山
の
原
風
景
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
な

ど
人
間
ら
し
く
生
き
る
宝
の
山
で
あ
る
。
い
ま
、
政
府
は
地
方
創
成

を
進
め
て
い
る
。
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
し
い
事
業
・
産
業
を
生
み

出
す
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
い
う
見
方
も
さ
れ
て
い
る
が
、
外
部
の
力
に

よ
って
地
域
が
主
体
と
な
って
育
ん
で
き
た
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
や
文
化
、
農
山

村
の
技
な
ど
を
損
ね
て
は
な
ら
な
い
。
地
域
住
民
と
外
部
の
力
、
新
住

人
と
が
融
合
し
、「
地
域
の
力
」
が
輝
く
よ
う
に
丁
寧
な
実
践
を
積
み

重
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
か
た
を
尊
重
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。

（
一般
財
団
法
人
C
S
O
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長
・
理
事　

黒
田　

か
を
り
）
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◆ 

邑
南
町

　

邑
南
町
は
、
2
0
0
4
年
10
月
に
羽
須
美
村
、
瑞
穂
町
、
石
見
町

が
合
併
し
て
で
き
た
町
で
、
石
橋
良
治
町
長
の
も
と
行
政
が
積
極
的

に
移
住
者
の
受
け
入
れ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
町
で
は
、
2
0
1
3

年
に
人
口
動
態
が
20
人
の
社
会
増
と
な
っ
た
。
合
併
の
翌
年
は
マ
イ
ナ

ス
85
人
だ
っ
た
が
、
2
0
1
2
年
に
は
マ
イ
ナ
ス
14
人
に
ま
で
縮
ま
り
、

9
年
後
に
は
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
。

■
■ 

日
本
一の
子
育
て
村
を
目
指
し
て

　

邑
南
町
で
は
、
2
0
1
0
年
の
国
勢
調
査
で
総
人
口
が
前
回
の

調
査
か
ら
１
、0
0
0
人
弱
の
減
少
と
な
り
、
18
歳
以
下
の
人
口
も

2
0
0
人
以
上
減
少
し
た
。
そ
こ
で
町
は
、
2
0
1
1
年
か
ら
10
年

間
で「
18
歳
以
下
の
人
口
を
１
、8
0
0
人
に
増
や
す
」（
2
0
1
0
年

の
18
歳
以
下
の
人
口
は
１
、6
6
0
人
）
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
子
育

て
支
援
の
促
進
を
図
っ
た
。
具
体
的
な
政
策
は
、「
第
二
子
以
降
の
保

育
料
の
無
料
化
」、「
保
育
所
給
食
費
の
無
料
化
」、「
中
学
校
卒
業
ま

で
の
医
療
費
の
無
料
化
」
で
あ
る
。
そ
の
他
に
も
、
不
在
だ
っ
た
産
婦

人
科
医
を
招
き
、
妊
婦
健
診
を
16
回
ま
で
無
料
化
し
た
。
財
源
は
、

過
疎
対
策
事
業
債
を
ソ
フ
ト
事
業
に
活
用
し
、「
邑
南
町
日
本
一の
子
育

て
村
推
進
基
金
」
と
し
て
5
年
分
を
確
保
。
2
億
５
、0
0
0
万
円

を
積
み
立
て
た
。

　

2
0
1
3
年
の
日
本
の
合
計
特
殊
出
生
率
（
一人
の
女
性
が
生
涯
に

日
本
創
生
会
議
（
座
長
：
増
田
寛
也
元
総
務
相
）
が
公
表

し
て
い
る
試
算
に
よ
れ
ば
、
２
０
４
０
年
に
は
全
国
１
７

９
９
の
市
区
町
村
の
う
ち
８
９
６
（
49
・
８
％
）
が
「
消
滅

可
能
性
都
市
⑴
」
に
該
当
す
る
と
さ
れ
る
。
今
回
の
視
察

対
象
で
あ
る
島
根
県
は「
消
滅
可
能
性
都
市
」が
84
・
２
％

と
、
都
道
府
県
別
に
見
て
も
秋
田
と
青
森
に
次
い
で
、
三

番
目
に
そ
の
比
率
が
高
い
。
一
方
で
、
島
根
県
中
山
間
地

域
研
究
セ
ン
タ
ー
が
お
こ
な
っ
た
公
民
館
区
・
小
学
校
区

単
位
の
人
口
調
査
で
は
、
2
0
0
8
年
と
比
べ
2
0
1
3

年
に
4
歳
以
下
の
子
ど
も
の
数
が
1
人
以
上
増
え
た
の
が

73
地
域
、
全
体
の
33
％
に
上
り
、

と
く
に
山
間
部
で
目
立
つ
と
い

う（
山
陰
中
央
新
報
2
0
1
4
年

6
月
30
日
24
面
）。「
地
域
の
力

フ
ォ
ー
ラ
ム
」で
は
、
2
0
1
4

年
10
月
に
島
根
県
邑
南
町
と
吉

賀
町
を
訪
れ
、
そ
こ
に
田
園
回

帰
の
い
く
つ
か
の
例
を
見
た
。

島
根
県　

邑お
う

南な
ん

町
・
吉よ

し

賀か

町

視
察
報
告

吉賀町（旧柿木村）

k
u
r
a
」
と
あ
わ
せ
て
9
人
が
働
い

て
い
る
。
こ
の
う
ち
5
人
は「
耕
す
シ
ェ

フ
」
と
い
う
研
修
生
で
、
そ
の
全
員

が
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊

⑵
」
で
あ
る
。

「
耕
す
シ
ェフ
」
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
に

は
、「
料
理
を
作
る
だ
け
で
は
な
く
、

自
分
で
野
菜
を
育
て
、
人
を
耕
し
、
地
域
を
耕
す
」
と
い
う
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
（
大
江
、
2
0
1
4
）。
彼
ら
は
、
2
0
1
3

年
10
月
ま
で
自
然
の
農
法
と
有
機
農
業
の
専
門
家
で
あ
る
米
田
美
佐

男
さ
ん
か
ら
指
導
を
受
け
た
。
料
理
の
み
な
ら
ず
、農
業
に
も
関
わ
り
、

「
A
級
グ
ル
メ
」の
後
継
者
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

邑
南
町
に
は
、
自
然
放
牧
で
酪
農
を
営
む
若
手
起
業
家
も
い
る
。

「
シ
ッ
ク
ス
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
有
限
会
社
」
代
表
の
州
濱
正
明
さ
ん
は
酪

農
家
に
生
ま
れ
、
大
学
在
学
中
に
自
然
放
牧
を
知
っ
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
起
業
、
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
1
頭
と
い
う
割
合
で
放
牧
を
お
こ
な
い
、

昔
な
が
ら
の
牛
乳
づ
く
り
で
リ
ピ
ー
タ
ー
を
集
め
て
い
る
。

■
■ 

移
住
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト

　

邑
南
町
で
は
、
移
住
者
や
U
タ
ー
ン
者
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
「
徹
底
し
た
移
住
者
ケ
ア
」
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
重
要
な
役
割
を
担
う
の
が
「
定
住
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
で

あ
る
。
こ
れ
は
役
場
の
定
住
促
進
課
に
所
属
す
る
職
員
1
名
が
専
従

で
お
こ
な
って
お
り
、
現
在
、
定
住
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
る

産
む
子
ど
も
の
平
均
数
）
は
、
1
・
４
３
で
あ
る
が
、
邑
南
町
は
過
去

5
年
平
均
で
2
・
２
０
、2
0
1
3
年
は
2
・
６
５
と
、
国
の
平
均
を

大
き
く
上
回
って
い
る
。
出
産
と
子
育
て
の
環
境
を
整
え
、
女
性
に
や

さ
し
い
ま
ち
を
目
指
す
取
り
組
み
は
、
週
刊
誌
や
テ
レ
ビ
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
、「
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
に
や
さ
し
い
ま
ち
」と
し
て
も
評
判
が
高

ま
って
い
る
。

■
■ 

A
級
グ
ル
メ
の
ま
ち
づ
く
り

　

2
0
1
1
年
に
は
、「
邑
南
町
農
林
商
工
等
連
携
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策

定
し
、「
A
級
グ
ル
メ
の
ま
ち
」
を
目
指
す
取
り
組
み
も
始
ま
っ
た
。
こ

れ
は
移
住
者
や
U
タ
ー
ン
者
の
雇
用
を
食
と
農
か
ら
考
え
た
取
り
組

み
で
あ
る（
大
江
、
2
0
1
4
）。「
A
級
グ
ル
メ
」
と
は「
こ
こ
で
し
か

味
わ
え
な
い
食
や
体
験
」
の
こ
と
。
町
は
、
地
元
の
米
、
石
見
和
牛
、

石
見
ポ
ー
ク
、
野
菜
や
ハ
ー
ブ
で
作
っ
た
美
味
し
い
料
理
を
「
A
級
グ
ル

メ
」と
し
て
、観
光
協
会
直
営
の
レ
ス
ト
ラ
ン「
a
j
i
k
u
r
a
（
味

蔵
）」
か
ら
発
信
し
て
い
る
。
酒
蔵
を
移
築
し
た
店
内
で
は
、
誇
り
を

も
っ
て
育
て
ら
れ
た
地
元
の
素
材
に
よ
る
イ
タ

リ
ア
ン
の
コ
ー
ス
料
理
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

る
。「
A
級
グ
ル
メ
」の
提
供
は
、町
民
が
ビ
レ
ッ

ジ
プ
ラ
イ
ド
を
も
つ
た
め
の
意
識
改
革
の
運
動

に
も
な
って
い
る（
大
江
、
2
0
1
4
）。

　

現
在
、
町
内
に
は
も
う
一つ
の
店
舗
「
プ

チ
a
j
i
k
u
r
a
」
が
あ
り
、「
a

 
j
 i 

酒蔵を改造した「ajikura（味蔵）」

「シックス・プロデュース」
による「ミルク工房四季」

島根県　邑南町・吉賀町
視察報告 1島根県　邑南町・吉賀町

視察報告1
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横
洲
竜
さ
ん
は
自
身
も
移
住
者
で
あ
る
。
横
洲
さ
ん
は
、
住
ま
い
や

仕
事
探
し
の
み
な
ら
ず
、
生
活
や
近
所
づ
き
合
い
な
ど
日
常
の
悩
み
相

談
に
も
の
る
。
邑
南
町
で
定
住
者
が
増
え
る
背
景
に
は
、
移
住
の
入

り
口
だ
け
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
移
住
後
の
フ
ォ
ロ
ー
を
含
め
た「
徹
底

し
た
ケ
ア
」が
あ
っ
た
。

◆ 

吉
賀
町

　

島
根
県
吉
賀
町
は
、
広
島
空
港
か
ら
車
で
2
時
間
半
の
中
山
間
地

域
に
あ
り
、
2
0
0
5
年
10
月
に
六
日
市
町
と
柿
木
村
が
合
併
し
て

誕
生
し
た
町
で
あ
る
。
周
囲
を
１
、0
0
0
m
前
後
の
山
々
に
囲
ま
れ
、

美
し
い
田
園
風
景
が
広
が
る
中
、日
本一の
清
流
高
津
川
が
流
れ
て
い
る
。

■
■ 

旧
柿
木
村
の
有
機
農
業
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　

旧
柿
木
村
は
、平
成
15
年
度
か
ら
移
住
者
の
受
入
活
動
を
お
こ
な
っ

て
お
り
、
こ
の
11
年
間
で
合
計
1
1
6
名（
53
世
帯
）が
移
住
、
内
85

名
（
40
世
帯
）
が
定
着
し
て
い
る
。
特
に
平
成
23
年
度
は
、
そ
れ
ま
で

10
数
名
だ
っ
た
人
数
が
29
名
ま
で
増
加
し
た
。
震
災
後
に
西
日
本
へ
移

住
す
る
動
き
も
背
景
に
あ
る
よ
う
だ
。

　

旧
柿
木
村
で
は
、
オ
イ
ル
シ
ョッ
ク
を
契
機
に
、
長
年
に
わ
た
っ
て

有
機
農
業
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
中
心

的
役
割
を
担
っ
て
き
た
の
が
元
柿
木
村
役
場
職
員
の
福
原
圧
史
さ
ん
。

現
在
は
「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ゆ
う
き
び
と
」の
会
長
を
務
め
て
い

る
。
当
時
、
高
度
経
済
成
長
期
の
最
中
に
オ
イ
ル
シ
ョッ
ク
が
起
き
、

福
原
さ
ん
は
、
村
で
豊
か
な
生
活
を

実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
自
給
力
を
高

め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
地

元
の
農
業
後
継
者
グ
ル
ー
プ
に
「
自
給

力
を
高
め
よ
う
」
と
提
案
を
お
こ
な
っ

た
。
し
か
し
、
世
の
中
が
換
金
で
き

る
作
物
を
追
い
求
め
る
流
れ
の
中
、
当

初
は
自
給
へ
の
理
解
は
な
か
な
か
得
ら

れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

そ
の
頃
、
福
原
さ
ん
は
山
口
県
の
有

機
農
業
研
究
会
に
参
加
し
、
女
性
を

中
心
と
し
た
消
費
者
グ
ル
ー
プ
に
出
会

う
。
消
費
者
グ
ル
ー
プ
は
「
売
る
た
め
の
米
や
野
菜
で
は
な
く
、
農
家

が
家
族
に
食
べ
さ
せ
る
た
め
の
食
材
」
を
求
め
て
お
り
、
そ
れ
を
知
っ

た
福
原
さ
ん
は
「
こ
れ
こ
そ
自
給
の
延
長
の
農
業
だ
」
と
確
信
、「
余
り

物
を
提
供
す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
」
と
野
菜
の
供
給
を
開
始
し
た
。

昭
和
55
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
運
動
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、

福
原
さ
ん
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
農
協
婦
人
部
の
賛
同
者
と
と
も
に
「
柿
木

村
有
機
農
業
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
れ
が
柿
木
村
の
有
機
農

業
の
始
ま
り
で
あ
る
。

■
■ 

ア
ク
セ
ス
の
良
さ
を
背
景
に
幅
広
く
出
荷

　

島
根
の
中
山
間
地
域
は
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
に
特
徴
が
あ
る
。

有機農産物の並ぶ道の駅

1
0
0
万
人
都
市
の
広
島
ま
で
、
柿
木
村
か
ら
2
時
間
足
ら
ず
で
通

う
こ
と
が
で
き
、
加
え
て
瀬
戸
内
海
周
辺
の
工
業
地
帯
の
町
に
も
近

い
。
福
原
さ
ん
ら
の
取
り
組
み
は
、
岩
国
、
徳
山
、
益
田
な
ど
に
も

口
コ
ミ
で
広
が
り
、
以
来
30
年
以
上
も
安
全
な
野
菜
や
コ
メ
を
作
り
、

そ
の
余
剰
分
を
お
す
そ
分
け
す
る
と
い
う
自
給
を
優
先
し
た
農
業
を

展
開
し
て
い
る
。

　

現
在
は
、「
食
と
農
か
き
の
き
む
ら
企
業
組
合
」
と
い
う
運
動
組
織

を
軸
に
、有
機
農
業
研
究
会
や
加
工
組
合
、学
校
給
食
生
産
な
ど
様
々

な
小
さ
な
生
産
グ
ル
ー
プ
が
生
産
し
た
い
も
の
を
作
る
か
た
ち
を
と
って

い
る
。
出
荷
先
は
幅
広
く
、道
の
駅
を
は
じ
め
生
活
協
同
組
合（
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
）、
広
島
市
や
山
口
市
の
ス
ー
パ
ー
、
自
然
派
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ア

ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
な
ど
への
販
路
も
出
来
上
が
って
い
る
。

■
■ 

移
住
者
を
つ
な
ぐ

　

移
住
者
や
新
規
就
農
者
は
農
業
を
営
む
傍
ら
、
林
業
・
農
業
関
係

の
副
業
を
持
つ
半
農
半
X
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
い
る
。
様
々
な

こ
と
に
挑
戦
し
や
す
い
環
境
の
中
、
移
住
者

た
ち
は
勉
強
会
を
実
施
し
た
り
、
古
民
家
を

改
装
し
た
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
に
集
ま
り
交
流

を
深
め
て
い
る
。

　

吉
賀
町
へ
の
移
住
に
関
す
る
情
報
は
、
町

公
認
の
「
移
住
交
流
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
で
入

手
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
サ
イ
ト
は
、
吉

賀
町
の
魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
移
住
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
情

報
提
供
や
、「
よ
し
か
じ
ん
体
験
談
」
と
し
て
移
住
者
の
生
の
声
を
掲

載
し
、
移
住
への
流
れ
を
後
押
し
し
て
い
る
。

⑴ 

2
0
1
0
年
か
ら
2
0
4
0
年
に
か
け
て
、
20
～
39
歳
の
若
年
女
性
人
口

が
５
割
以
下
に
減
少
す
る
市
区
町
村
。

⑵ 

こ
の
他
に
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
に
は
、「
耕
す
あ
き
ん
ど
」（
道
の
駅
の

直
売
所
等
で
特
産
品
販
売
や
情
報
発
信
を
お
こ
な
う
）、「
地
域
ク
リ
エ
ー

タ
ー
」（
飲
食
店
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
ビ
デ
オ
の
情
報
発
信
を
担
う
）、「
ア
グ
リ

女
子
」（
野
菜
や
ハ
ー
ブ
を
栽
培
し
、
販
路
を
開
拓
す
る
）、「
ア
グ
サ
ポ
隊
」

（
就
農
に
向
け
て
技
術
、
経
験
、
経
営
感
覚
、
地
域
関
係
を
身
に
つ
け
る
）

が
あ
る
。

【
参
考
文
献
】

・ 

一
般
社
団
法
人
農
山
漁
村
文
化
協
会
『
季
刊
地
域
』
S
U
M
M
E
R 

2
0
1
4
、
N
o
．
18
．

・ 

大
江
正
章
、
2
0
1
4
、「
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
「
消
滅
す
る
市
町
村
」」、『
世

界
』2
0
1
4
年
10
月
号
．

・ 

小
田
切
徳
美
、
2
0
1
4
、『
農
山
村
は
消
滅
し
な
い
』岩
波
書
店
．

・ 

島
根
県
吉
賀
町
公
認
移
住
交
流
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト　

  http://yoshika-de-kurasu.net/index.htm
l

（
根
岸　

知
代
・
髙
木　

史
織
）

加工組合の様子
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山
形
県
の
南
部
に
位
置
す
る
置
賜
地
方
。
こ
の
地
域
に
あ

る
3
市
5
町
を
一
つ
の
「
自
給
圏
」
と
と
ら
え
、
圏
内
に

あ
る
豊
富
な
地
域
資
源
を
基
礎
に
産
業
や
雇
用
を
生
み
出

し
、
地
域
経
済
の
好
循
環
を
目
指
す
「
一
般
社
団
法
人 

置

賜
自
給
圏
推
進
機
構
」が
2
0
1
4
年
8
月
設
立
さ
れ
た
。

2
0
1
5
年
2
月
、ま
だ
雪
深
い
こ
の
置
賜
地
域
を
訪
ね
、

機
構
の
共
同
代
表
で
あ
る
渡
部
務
さ
ん
に
お
話
を
う
か

が
っ
た
。
同
地
域
で
志
を
同
じ
く
活
動
す
る
「
し
ら
た
か

ノ
ラ
の
会
企
業
組
合
」
に
も
う
か
が
い
、
手
作
り
の
ご
ち

そ
う
を
い
た
だ
き
な
が
ら
お
話
を
聞
い
た
。

米
沢
藩
に
伝
わ
る
「
自
給
の
精

神
」と「
地
場
産
業
の
育
成
」を
旗

印
に
、
長
年
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
活
性

化
策
を
広
域
で
共
有
、
連
携
し

て
い
こ
う
と
い
う
画
期
的
な
試

み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

山
形
県 

置お
き

賜た
ま

地
方　

「
置
賜
自
給
圏
推
進
機
構
」

「
し
ら
た
か
ノ
ラ
の
会
」
訪
問

◆ 

置
賜
自
給
圏
推
進
機
構

　

最
上
川
の
上
流
に
位
置
し
四
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
置
賜
盆
地
は
、

豊
か
な
水
と
農
地
に
恵
ま
れ
た
稲
作
と
果
樹
栽
培
の
盛
ん
な
地
域
で

あ
る
。
四
季
を
通
じ
て
、
日
本
の
原
風
景
と
も
い
え
る
美
し
い
田
園
風

景
が
広
が
って
お
り
、
域
内
飯い

い

豊で

町
の
田
園
散
居
村
に
は
「
第
１
回
美

し
い
日
本
の
む
ら
景
観
コ
ン
テ
ス
ト
」（
農
林
水
産
省
主
催
）の
最
高
賞

も
送
ら
れ
て
い
る
。

　

自
給
圏
に
含
ま
れ
る
市
町
村
は
、
米
沢
市
、
長
井
市
、
南
陽
市
の

３
市
お
よ
び
高
畠
町
、
川
西
町
、
小
国
町
、
白
鷹
町
、
飯
豊
町
の
5

町
で
あ
り
、
面
積
約
2
4
9
8
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
、
東
京
都
区
の

５
倍
弱
、
山
形
県
全
体
の
四
分
の一強
を
占
め
る
。
幕
藩
体
制
の
米
沢

藩
の
版
図
と
重
な
り
、
藩
主
上
杉
鷹
山
公
以
来
の
自
主
・
自
立
の
精

神
の
伝
統
が
残
る
地
方
で
も
あ
る
。
人
口
は
約
22
万
人
。

■
■ 

「
循
環
型
」の
発
想
を
引
き
継
い
で

　

こ
れ
ま
で
置
賜
地
域
で
は
地
域
活
性
化
の
様
々
な
取
り
組
み
が
な

さ
れ
て
き
た
。
分
別
し
て
集
め
た
生
ゴ
ミ
か
ら
た
い
肥
を
つ
く
る
長
井

市
の
「
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
」
も
そ
の一つ
で
あ
る
。
事
業
の
発
案
者
の
菅

野
芳
秀
さ
ん
は
、
飼
育
し
て
い
る
ニ
ワ
ト
リ
が
土
や
泥
水
を
口
に
し
て

い
る
の
を
見
て
、
生
物
に
は
そ
の
土
地
に
含
ま
れ
る
微
生
物
等
が
必
要

な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
そ
こ
か
ら
、
生
ゴ
ミ
に
よ
る
た
い
肥
、
た

い
肥
に
よ
る
豊
か
な
土
壌
づ
く
り
、
豊
か
な
土
壌
に
よ
る
安
全
安
心

小国町

長井市

飯豊町

白鷹町

南陽市

川西町 高畠町

米沢市

置賜地域

自
給
と
圏
内
流
通
の
推
進 

⑵
自
然
と
共
生
す
る
安
全
安
心
の
農
と

食
の
構
築 

⑶
教
育
現
場
で
の
実
践 

⑷
医
療
費
削
減
の
世
界
モ
デ
ル 

の
4
つ
を
掲
げ
、
活
動
推
進
の
た
め
に
8
つ
の
部
会
を
設
け
、
事
業
ご

と
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
議
論
と
と
も
に
実
態
調
査
や
研
究
活
動

を
進
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会
で
は
、
小
水

力
発
電
や
温
泉
熱
の
利
用
可
能
性
に
つ
い
て
の
検
討
を
始
め
て
お
り
、

ま
た
県
内
流
通
（
地
産
地
消
）
部
会
で
は
、
米
油
や
雪ゆ

き

室む
ろ（

雪
の
中
に

野
菜
や
果
物
を
埋
め
て
お
く
こ
と
で
甘
さ
を
引
き
出
す
仕
組
み
）に
つ

い
て
、
山
形
大
学
等
と
も
連
携
し
て
議
論
し
て
い
る
と
い
う
。

　

現
在
会
員
は
、
団
体
会
員
も
含
め
約
2
5
0
名
。
置
賜
各
地
で
、

地
産
地
消
、
有
機
農
業
等
循
環
型
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
企
業
、

行
政
、
大
学
、
組
合
、
N
P
O
等
、
そ
し
て
自
給
圏
の
考
え
に
賛
同

す
る
個
人
が
集
ま
っ
た
。
全
国
に
も
類
を
見
な
い
壮
大
な
自
給
圏
への

取
り
組
み
が
、
業
種
の
垣
根
を
越
え
た
連
携
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い

る
。
地
域
の
活
動
に
は
、
理
屈
で
は
な
く
実
績
を
示
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
と
い
う
渡
部
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
部
会
の
活
動
は
、
誇
り
と
使
命

感
を
も
っ
た
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
楽
し
み
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
お
り
、
現

在
の
助
走
期
間
を
踏
ま
え
て
、
来
年
度
か
ら
本
格
的
な
活
動
に
入
る

予
定
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
地
域
住
民
の
議
論
の
中
か
ら
生
ま
れ
た

様
々
な
事
業
が
有
機
的
に
連
関
す
る
こ
と
で
、
運
動
が
広
が
り
、
ま

さ
に
こ
れ
か
ら
の
社
会
が
目
指
す
べ
き
持
続
可
能
な
地
域
が
つ
く
ら
れ

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

な
農
作
物
、
農
作
物
を
使
っ
た
料
理
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
へ
と
連
な
る
、

循
環
型
の
「
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
」
が
誕
生
し
た
。
現
在
で
は
市
街
地

5
0
0
0
世
帯
全
員
が
参
加
す
る
ま
で
に
な
り
、
国
内
外
か
ら
多
く

の
視
察
者
が
訪
れ
る
市
の
誇
り
と
な
って
い
る
。

　

こ
の「
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
」の
核
と
な
って
い
る「
循
環
型
」の
イ
メ
ー

ジ
が
、
置
賜
自
給
圏
の
発
想
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
菅
野
さ
ん
は
、

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
背
景
と
す
る
農
産
物
の
輸
入
自
由
化
拡
大
に
対
し

て
、「
本
来
の
農
や
食
や
環
境
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
作
り
出
し
て

い
く
こ
と
」
の
必
要
性
を
訴
え
た
。「
全
国
に
モ
ザ
イ
ク
的
に
地
域
自

給
圏
を
形
成
し
よ
う
」と
の
提
言
が
、
自
給
圏
推
進
機
構
設
立
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。

　

置
賜
盆
地
に
は
、
こ
の
他
に
も
、「
有
機
農
業
の
里
」
と
し
て
全
国

的
に
有
名
な
高
畠
町
、「
循
環
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
町
」
を
目
指
し
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
取
り
組
ん
で
い
る
飯
豊
町
等
が
あ

る
。
高
畠
町
の
有
機
農
業
運
動
を
長
ら
く
牽
引
し
、
自
給
圏
構
想
の

呼
び
か
け
人
で
も
あ
る
農
民
詩
人
の
星
寛
治
さ
ん
は
、「
自
給
圏
の
発

想
に
は
、
人
と
土
と
は
切
り
離
せ
な
い
と
い
う

中
国
仏
教
で
い
う
『
身
土
不
二
』の
教
え
が
あ

る
」と
言
う
。

■
■ 

地
域
循
環
型
社
会
を
目
指
し
て

　

機
構
は
目
指
す
べ
き「
地
域
循
環
型
社
会
」

の
柱
と
し
て
、
⑴
地
産
地
消
に
基
づ
く
地
域

置賜自給圏推進機構事務所にて

山形県 置賜地方
「置賜自給圏推進機構」「しらたかノラの会」訪問 2山形県 置賜地方

「置賜自給圏推進機構」「しらたかノラの会」訪問2
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◆ 

し
ら
た
か
ノ
ラ
の
会 

企
業
組
合

　

白
鷹
町
は
置
賜
盆
地
の
す
そ
野
に
位
置
し
、
東
部
を
白
鷹
丘
陵
、

西
部
を
朝
日
山
系
に
囲
ま
れ
た
山
間
地
の
町
で
あ
る
。
町
の
ほ
ぼ
中

央
を
流
れ
る
最
上
川
沿
い
に
は
豊
か
な
田
園
地
帯
が
広
が
り
、
米
作

を
中
心
に
こ
れ
ま
で
養
蚕
、
酪
農
、
葉
タ
バコ
、
り
ん
ご
な
ど
の
生
産

が
行
わ
れ
て
き
た
。

■
■ 

様
々
な
メ
ン
バ
ー
が
有
機
農
業
で
生
き
る
た
め
に

　
「
し
ら
た
か
ノ
ラ
の
会
企
業
組
合
」
は
、
こ
の
白
鷹
町
で
、
年
齢
や

経
歴
の
ま
っ
た
く
異
な
る
11
人
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
き
っ
か
け
で
有
機
農

業
に
向
か
い
、
農
業
で
生
き
ら
れ
る
拠
点
を
求
め
て
立
ち
上
げ
た
農

産
加
工
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
無
農
薬
、
省
農
薬
の
農
産
物
を
原
料
に
、

添
加
物
や
化
学
調
味
料
を
使
わ
ず
に
、
こ
の
土
地
で
昔
か
ら
作
ら
れ

て
き
た
漬
物
や
餅
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
惣
菜
や
菓
子
な
ど
様
々
な
加
工
品

を
作
って
販
売
し
て
い
る
。
会
が
販
売
、
加
工
を
行
って
い
る
「
め
ぐ
り

屋
」に
て
お
話
を
伺
っ
た
。

■
■ 

誕
生
か
ら
現
在

　

設
立
時
代
表
の
大
内
文
雄
さ
ん
は
、
新
規
就
農
セ
ン
タ
ー
で
白
鷹

を
知
り
、
町
を
見
下
ろ
す
朝
日
連
峰
の
重
厚
な
姿
に
惹
か
れ
て
移
住

を
決
め
た
と
い
う
。
大
内
さ
ん
に
よ
れ
ば
、「
し
ら
た
か
ノ
ラ
の
会
」は
、

2
0
0
6
年
に
疋
田
美
津
子
さ
ん
が
つ
く
っ
た
女
性
グ
ル
ー
プ
「
ノ
ラ
の

会
」
を
再
編
す
る
形
で
設
立
さ
れ
た
。

そ
れ
ま
で
の
有
機
野
菜
の
栽
培
と
販

売
中
心
の
活
動
か
ら
、
栽
培
し
た
農

産
物
を
加
工
・
販
売
す
る
活
動
へ
と

大
き
な
転
換
を
伴
う
設
立
で
あ
っ
た
。

農
業
で
生
き
て
い
く
た
め
に
考
え
出
さ

れ
た
と
い
う
、
栽
培
か
ら
加
工
・
販
売
に
至
る
モ
デ
ル
は
、
現
在
農
山

漁
村
の
活
性
化
戦
略
と
し
て
盛
ん
に
言
わ
れ
推
進
さ
れ
て
い
る
六
次
産

業
化
の
先
駆
け
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

当
初
32
品
目
か
ら
始
ま
っ
た
加
工
品
は
現
在
で
は
60
品
目
を
超

え
、
注
文
販
売
の
会
員
数
も
約
3
0
0
人
へ
と
増
加
、
年
商
は
約

２
、0
0
0
万
円
に
達
し
て
い
る
。
2
0
0
7
年
か
ら
は
生
協
と
の
提

携
も
開
始
し
、
計
画
生
産
も
取
り
入
れ
つつ
ほ
ぼ
全
て
の
加
工
を
自
分

た
ち
で
行
って
い
る
。

■
■ 

ユ
ニ
ー
ク
か
つ
伝
統
的
な
組
織
運
営

　
会
は
2
0
1
1
年
11
月
に
企
業
組
合
と
し
て
法
人
化
し
て
い
る
が
、

そ
の
背
景
に
は
メ
ン
バ
ー
が
平
等
で
あ
り
た
い
と
い
う
ポ
リ
シ
ー
が
あ

る
。
代
表
者
個
人
に
大
き
な
負
担
が
か
か
る
の
を
避
け
、
個
々
の
意

見
を
尊
重
す
る
組
織
を
目
指
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
地
元
出
身
者
と

I
タ
ー
ン
者
、
男
女
、
年
齢
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
混
ざ
る
構
成
で
、
2
年

毎
に
代
表
を
替
え
る
仕
組
み
を
と
って
い
る
。
世
帯
単
位
で
は
な
く
個

人
が
、
責
任
を
分
担
し
平
等
な
活
動
を
目
指
す
組
織
運
営
は
、ユニ
ー

しらたかノラの会が販売・
加工を行う「めぐり屋」

ク
で
あ
る
一
方
、
議
論
を
重
ね
な
が
ら
協
同
作
業
を
進
め
て
い
く
姿
に

は
伝
統
的
な
農
村
社
会
の
在
り
様
も
感
じ
ら
れ
た
。

■
■ 

「
台
所
の
延
長
」と
し
て
の
農
産
加
工

　

ノ
ラ
の
会
の
加
工
作
業
は
メ
ン
バ
ー
の
女
性
た
ち
が
日
頃
の
愚
痴
を
言

い
合
い
な
が
ら
手
仕
事
を
行
う
「
台
所
の
延
長
」
で
あ
る
と
い
う
。
こ

の
作
業
形
態
に
対
し
て
、
長
ら
く
町
の
有
機
農
業
を
支
え
続
け
て
き

た
メ
ン
バ
ー
の
加
藤
美
恵
さ
ん
は
、「
最
低
賃
金
で
も
幸
せ
。」と
話
し
て

く
だ
さ
り
、
経
済
的
な
豊
か
さ
と
農
村
生
活
の
幸
福
度
に
つい
て
深
く

考
え
さ
せ
ら
れ
た
。「
台
所
の
延
長
」
と
し
て
の
手
仕
事
で
は
、
効
率

を
求
め
る
こ
と
な
く
、
機
械
化
を
避
け
、
こ
の
地
に
伝
わ
る
伝
統
的

な
保
存
食
等
を
、
大
変
な
思
い
を
し
な
が
ら
も
多
品
目
生
産
し
販
売

し
て
お
り
、農
家
の
食
卓
に
伝
わ
る
文
化
の
伝
承
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
無
農
薬
・
減
農
薬
の
農
産
加
工
品
は
地
元

の
直
売
所
で
は
あ
ま
り
売
れ
ず
、
利
用
者
は
、
安
全
安
心
な
農
産
加

工
品
の
価
値
を
評
価
す
る
都
市
住
民
が
大
多
数
を
占
め
る
。
地
産
地

消
の
実
現
や
、
文
化
の
伝
承
と
し
て
の
農
産
加
工
の
地
域
への
広
が
り

は
、
農
業
への
向
き
合
い
方
や
日
本
の
農
業
の
在
り
方
と
も
関
わ
る
難

し
い
問
題
で
あ
り
、
会
に
と
って
も
今
後
の
大
き
な
課
題
と
思
わ
れ
る
。

　

最
近
で
は
、
会
の
生
産
し
た
農
産
物
を
使
っ
た
料
理
教
室
を
開
催

し
た
り
、
安
全
安
心
な
食
に
関
す
る
講
演
会
を
催
し
た
り
し
て
、
地

域
の
中
の
意
識
を
高
め
、
理
解
や
協
力
を
広
げ
る
活
動
に
も
地
道
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
は
、
町
の
行
政
と
も
関
わ
り
、
学
校
給
食

や
病
院
食
等
へ
の
提
供
に
つ
い
て
も
可
能
性
を
探
っ
て
み
た
い
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
メ
ン
バ
ー
の
増
員
に
つ
い
て
は
、
入
会
の
際
に
30
万
円
の
出

資
が
条
件
と
な
る
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
今
の
と
こ
ろ
積
極
的
に
規
模
の

拡
大
は
考
え
て
お
ら
ず
、
現
在
の
体
制
の
中
で
、
農
産
加
工
以
外
の

地
域
に
根
差
し
た
幅
広
い
活
動
を
目
指
し
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ

た
。

■
■ 

広
が
る
地
域
活
動

　
昨
年
夏
、
豪
雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ
の
被
害
が
あ
り
、
荒
廃
し
た
森

林
の
整
備
が
防
災
の
面
か
ら
再
認
識
さ
れ
た
。
メ
ン
バ
ー
の
菅
原
庄
市

さ
ん
が
関
わ
る
「
し
ら
た
か
森
づ
く
り
の
会
」
で
は
、
山
の
恵
み
を
貴

重
な
資
源
と
し
て
活
用
し
て
い
た
農
村
の
伝
統
を
踏
ま
え
、
放
置
さ

れ
た
人
工
林
の
境
界
線
画
定
や
間
伐
・
整
備
等
、
森
林
の
価
値
見
直

し
に
つ
な
が
る
活
動
を
お
こ
な
って
い
る
。

　

ま
た
、
団
体
会
員
と
し
て「
N
P
O
法
人
し
ら
た
か
地
域
再
生
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
に
参
画
し
、
町
庁
舎
の
建
て
替
え
等
に
関
し
て
積
極
的
な

提
言
活
動
を
行
う
な
ど
、地
域
の
視
点
か
ら
の
活
動
も
展
開
し
て
い
る
。

「
置
賜
自
給
圏
推
進
機
構
」
に
も
団
体
正
会
員
と
し
て
入
会
し
、
今

後
は
町
内
の
み
な
ら
ず
広
域
地
域
を
舞
台
に
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

等
に
関
す
る
連
携
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

（
長
谷
川　

雅
子
・
横
山　

晴
香
）

山形県 置賜地方
「置賜自給圏推進機構」「しらたかノラの会」訪問 2山形県 置賜地方

「置賜自給圏推進機構」「しらたかノラの会」訪問2
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■
■ 

ブ
ー
タ
ン
の
有
機
1
0
0
％
宣
言
に
感
動

　

ア
ジ
ア
諸
国
の
中
で
私
が
最
も
注
目
し
た
の

は
ブ
ー
タ
ン
で
あ
る
。
講
演
の
中
で
ブ
ー
タ
ン
の

農
林
大
臣
が
、「
2
0
2
0
年
に
は
ブ
ー
タ
ン

は
有
機
農
業
1
0
0
％
め
ざ
す
」
と
言
っ
た
の

は
圧
巻
で
あ
っ
た
。
こ
の
世
界
会
議
に
農
林
大

臣
が
参
加
し
宣
言
を
し
た
こ
と
が
素
晴
ら
し

い
。（
残
念
な
が
ら
日
本
か
ら
の
政
府
関
係
者

の
参
加
は
、
東
南
ア
ジ
ア
で
有
機
農
業
推
進
を
担
当
す
る
J
I
C
A

職
員
の
み
で
あ
っ
た
。）

　

I
F
O
A
M
ア
ジ
ア
の
事
務
局
長
を
務
め
る
韓
国
の
女
性
は
日
本

も
加
入
す
る
よ
う
勧
め
て
い
た
。
次
回
3
年
後
の
開
催
候
補
地
に
向

け
て
、
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
中
国
、
ロ
シ
ア
が
派
手
な
ロ
ビ
ー
活
動
を

し
て
い
た
。
特
に
中
国
は
積
極
的
な
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
い
た
。
結
局
次

回
開
催
地
は
イ
ン
ド
に
決
ま
っ
た
。
イ
ン
ド
は
生
産
者
中
心
の
大
会
を

す
る
と
宣
伝
し
て
い
た
。

　

2
0
1
3
年
11
月
に
イ
ン
ド
南
東
部
の
山
岳
地
帯
ア
ラ
ク
地
方
を

訪
れ
た
と
き
の
稲
作
や
家
畜
、
コ
ー
ヒ
ー
豆
栽
培
は
、
家
族
農
業
、
集

落
農
業
の
姿
で
あ
っ
た
。
こ
の
小
規
模
、
家
族
農
業
、
集
落
の
共
同
の

力
、
有
機
農
業
の
力
こ
そ
を
ア
ジ
ア
の
中
で
連
帯
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
感
じ
た
。

ブータン農林大臣と

「
Ｉ
Ｆ
Ｏ
Ａ
Ｍ
有
機
世
界
会
議
」

に
参
加
し
て

―
ア
ジ
ア
の
活
発
な

有
機
農
業
運
動
―

（
特
定
非
営
利
活
動
法
人

福
島
県
有
機
農
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長

　

菅
野　

正
寿
）

2
0
1
4
年
10
月
13
日
～
15
日
に
ト
ル
コ
の
古
都
イ
ス
タ

ン
ブ
ー
ル
の
会
議
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た「
I
F
O
A
M

有
機
世
界
会
議
」
に
参
加
し
た
。
大
会
テ
ー
マ「
有
機
の
橋

を
か
け
よ
う
」に
は
、
地
元
ト
ル
コ
が
世
界
に
向
け
て
ド
ラ

イ
フ
ル
ー
ツ
や
乳
製
品
を
は
じ
め
有
機
生
産
物
の
展
開
を

す
す
め
る
力
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
世
界
80
余
国
9
0
0

人
が
参
加
し
、
特
に
、
中
国
、

韓
国
、
イ
ン
ド
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

ブ
ー
タ
ン
な
ど
ア
ジ
ア
諸
国
の

積
極
的
で
活
発
な
活
動
に
目
を

見
は
っ
た
。
こ
の
世
界
会
議
の

参
加
者
は
農
民
が
少
な
く
、
環

境
団
体
、
流
通
団
体
、
大
学
研

究
者
な
ど
が
多
く
感
じ
ら
れ
た
。

IFOAM有機世界会議福島ブース前

■
■ 

「
ふ
く
し
ま
か
ら
の
ア
ピ
ー
ル
」と
持
続
可
能
な
社
会

　

有
機
世
界
会
議
に
参
加
し
た
大
き
な
目
的
は
2
0
1
1
年
3
月

11
日
の
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
の
現
状
を
世
界
に
伝
え
、
こ
の

教
訓
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
2
0
1
4
年
8
月
に

福
島
で
開
催
さ
れ
た
、「
福
島
原
発
事
故
か
ら
3
年
よ
み
が
え
れ
！
福

島
“
生
き
る
”“
耕
す
”
有
機
農
業
の
つ
ど
い
」
で
の
全
国
の
有
機
農
業

者
の「
原
発
と
有
機
農
業
は
共
存
で
き
な
い
」「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

への
転
換
」を
訴
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

大
会
2
日
目
の
午
前
に
「
ふ
く
し
ま
か
ら
の
ア
ピ
ー
ル
」（
後
掲
）
を

訴
え
た
。
通
訳
は
C
S
O
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
黒
田
か
を
り
さ
ん
に
お
願

い
し
、
厳
粛
に
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
放
射
能
で

土
壌
は
汚
染
さ
れ
た
け
れ
ど
も
肥
沃
な
有
機
的
な
土
壌
ほ
ど
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
は
土
中
に
吸
着
、
固
定
化
さ
れ
る
こ
と
。
こ
の
土
の
力
、
有

機
農
業
の
力
が
再
生
の
光
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
か
っ
た
。
さ
ら
に
放

射
能
に
汚
染
さ
れ
た
福
島
だ
か
ら
こ
そ
環
境
保
全
型
の
農
業
の
果
た

す
役
割
と
持
続
可
能
な
価
値
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
支
援
を
受

け
て
あ
ら
た
め
て
都
市
と
農
村
の
共
生
の
大
切
さ
を
訴
え
た
。
ス
ピ
ー

チ
の
後
、
大
変
素
晴
ら
し
か
っ
た
と
数
人
か
ら
握
手
を
求
め
ら
れ
手
応

え
を
感
じ
た
。

　

大
会
3
日
目
に
は
I
F
O
A
M
本
部
の
そ
ば
に
特
別
に「
ふ
く
し
ま

ブ
ー
ス
」
を
設
け
て
い
た
だ
き
、
ポ
ス
タ
ー
、
福
島
県
有
機
農
業
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
チ
ラ
シ
、
ア
ピ
ー
ル
文
を
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
方

に
足
を
と
め
て
手
に
と
って
い
た
だ
い
た
。
ル
ー
マ
ニ
ア
の
方
か
ら
は
、「
ベ

ジ
タ
ブ
ル
オ
イ
ル
の
ト
ラ
ク
タ
ー
の
技
術
を
教
え
て
く
れ
」
と
い
う
質
問

も
あ
っ
た
。

　

ト
ル
コ
で
反
原
発
運
動
を
し
て
い
る
女
性
活
動
家
の
プ
ナ
ー
ル
さ
ん
に

お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
、「
チ
ェ
リ
ノ
ブ
イ
リ
の
原
発
事
故
の
と
き
、
ト

ル
コ
北
東
部
に
も
放
射
能
汚
染
が
広
が
っ
た
が
政
府
は
な
ん
ら
実
態
調

査
を
し
な
か
っ
た
」
と
聞
い
た
。
さ
ら
に
日
本
の
技
術
で
ト
ル
コ
に
も
原

発
2
基
建
設
の
計
画
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
の
こ
と
。「
ト
ル

コ
か
ら
見
る
と
汚
染
さ
れ
た
福
島
で
農
業
は
不
可
能
と
感
じ
て
い
た
。

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」と
の
言
葉
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

４
日
目
は
I
F
O
A
M
の
総
会
で
あ
っ
た
。
福
島
か
ら
一
緒
に
参
加

し
た
福
島
県
有
機
農
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
の
大
河
原
海
さ
ん
、
福

島
大
学
特
任
准
教
授
の
石
井
秀
樹
先
生
の
３
人
で
ア
ピ
ー
ル
を
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
大
河
原
さ
ん
は
震
災
後
に
農
業
に
就
き
、
野
菜
の
他

に
リ
ン
ゴ
栽
培
も
は
じ
め
、
市
民
放
射
能
測
定
所
も
自
宅
に
立
ち
上

げ
、
積
極
的
に
福
島
の
P
R
に
努
め
て
い
る
若
手
の
ホ
ー
プ
で
あ
る
。

石
井
先
生
は
震
災
後
福
島
大
学
に
赴
任
し
、

農
協
、
農
家
と
共
に
土
壌
測
定
を
は
じ
め
実

態
調
査
に
福
島
県
内
を
駆
け
ま
わ
り
、
福
島

県
農
産
物
の
検
証
を
発
信
し
て
い
る
。
3
人

の
発
表
の
後
に
は
大
き
な
拍
手
が
湧
い
た
。

　

こ
の
総
会
で
は
I
F
O
A
M
ジ
ャ
パ
ン
か
ら

出
さ
れ
た
、「
反
原
発
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

IFOAM総会にて（左から石井氏、
大河原氏、菅野氏）

【
寄
稿
】

「IFOAM有機世界会議」に参加して
―アジアの活発な有機農業運動― 3「IFOAM有機世界会議」に参加して

―アジアの活発な有機農業運動―3
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促
進
に
向
け
て
行
動
を
起
そ
う
」と
い
う
動
議
が
採
択
さ
れ
た
。

　

こ
の
I
F
O
A
M
有
機
世
界
会
議
に
参
加
し
て
、
貧
困
、
飢
餓
、

気
象
変
動
、
環
境
と
土
壌
の
悪
化
、
生
物
多
様
性
の
保
護
な
ど
世
界

を
取
り
巻
く
様
々
な
課
題
に
対
し
て
、「
有
機
」が
大
き
な
鍵
で
あ
り
、

「
持
続
性
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
見
え
て
き
た
。
有

機
に
か
か
わ
る
草
の
根
の
運
動
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
思
う
。
ブ
ー
タ
ン
が
有
機
1
0
0
％
宣
言
を
し
た
よ
う
に
、

世
界
情
勢
を
捉
え
判
断
す
る
政
府
の
姿
勢
が
問
わ
れ
て
い
る
と
感
じ

る
。
原
発
事
故
を
起
こ
し
た
日
本
だ
か
ら
こ
そ
、
脱
原
発
と
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
を
し
、
舵
を
切
る
政
府
の
決
断
が
問
わ
れ
て
い

る
。
戦
争
に
突
き
進
み
多
く
の
犠
牲
を
負
っ
た
責
任
か
ら
憲
法
9
条

が
う
ま
れ
た
よ
う
に
。

　

I
F
O
A
M
有
機
世
界
会
議
に
参
加
す
る
に
あ
た
り
、I
F
O
A
M

ジ
ャ
パン
理
事
長
の
村
山
勝
茂
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。「
ふ

く
し
ま
か
ら
の
ア
ピ
ー
ル
」
の
時
間
枠
を
入
れ
込
む
た
め
に
本
部
と
の

調
整
に
お
骨
折
り
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
。
ま
た
事
務
局
の
渡

辺
悠
さ
ん
に
は
現
地
で
の
ホ
テ
ル
や
交
通
手
段
の
手
配
、
会
場
で
の
調

整
な
ど
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
。
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
た
い
。

■
■ 

エ
ー
ゲ
大
学
と
有
機
農
場

　

総
会
の
後
の
2
日
間
は
新
潟
大
学
の
野
中
昌
法
教
授
の
ご
紹
介
で

エ
ー
ゲ
大
学
と
有
機
農
場
を
視
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
エ
ー
ゲ
地
方
の
イ
ズ
ミ
ー
ル
空
港
で
待
って
い
た
の
は
、
か
つ
て
新
潟
大

学
に
留
学
し
て
い
た
ア
ン
カ
ラ
大
学
の
ジ
ャ
ン
先

生
と
新
潟
大
学
か
ら
ア
ン
カ
ラ
大
学
に
留
学
し

て
い
る
鈴
木
一輝
さ
ん
で
あ
っ
た
。
こ
の
お
二
人

に
は
レ
ン
タ
カ
ー
で
の
案
内
は
じ
め
、
エ
ー
ゲ
大

学
と
の
調
整
な
ど
本
当
に
お
世
話
に
な
っ
た
。

　
エ
ー
ゲ
大
学
で
は
農
学
部
長
さ
ん
に
お
会
い

し
、
福
島
の
現
状
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

石
井
先
生
か
ら
の
提
案
で
エ
ー
ゲ
大
学
と
福
島
大
学
と
の
連
携
の
話
も

す
す
み
、
と
て
も
歓
迎
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
農
学
部
長
さ
ん
の

計
ら
い
で
、
土
壌
学
の
学
生
30
名
に
、「
ふ
く
し
ま
か
ら
の
ア
ピ
ー
ル
」

を
発
表
す
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
エ
ー
ゲ
大
学
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
大
変
感
謝
し
て
い
る
。

　

午
後
は
、
13
の
家
族
が
共
同
経
営
を
す
る
大
規
模
な
有
機
農
場
を

視
察
し
た
。こ
こ
は
、ト
ム
ブ
ル
さ
ん
と
い
う
方
の
農
場
で
、家
畜
、穀
物
、

ざ
く
ろ
、
加
工
な
ど
テ
ー
マ
パ
ー
ク
を
思
わ
せ
る
広
さ
で
あ
る（
数
か
所

の
農
場
で
約
5
0
0
ha
）。
畜
産
と
穀
物
、
そ
し
て
加
工
の
循
環
シ
ス

テ
ム
に
は
驚
い
た
。
搾
乳
の
牛
の
糞
尿
を
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ン
ト
に
て
液

肥
と
堆
肥
化
す
る
装
置
が
備
わ
る
近
代
化
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
と
同
時

に
、
ざ
く
ろ
の
特
有
成
分
を
生
か
た
め
に
代
々
伝
え
ら
れ
て
き
た
足
踏

み
方
式
に
よ
る
伝
統
的
な
技
法
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
安
全
や

衛
生
面
に
は
、
I
T
を
駆
使
し
た
最
新
技
術
が
使
わ
れ
て
お
り
、
守

る
べ
き
良
い
も
の
と
革
新
的
な
も
の
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
共
存
し
て
い
た
。

　

共
同
型
の
農
場
経
営
で
は
、
各
家
族
に
給
料
が
支
払
わ
れ
る
ほ
か

エーゲ大学にて（ディレク先生と）

福
利
厚
生
も
充
実
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
敷
地
内
に
は

博
物
館
が
あ
り
、
ト
ル
コ
で
の
古
く
か
ら
の
オ
リ
ー
ブ
栽
培
の
歴
史
な

ど
が
わ
か
り
や
す
く
展
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
大
規
模
と
は
い
え
持

続
可
能
な
農
業
の
循
環
の
し
く
み
を
し
っ
か
り
組
み
入
れ
て
い
る
姿
に

感
動
し
た
。

　

最
後
の
夜
は
ト
ル
コ
料
理
を
囲
み
、
交
流
を
し
て
気
さ
く
な
ト
ル
コ

の
方
々
の
人
柄
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

IFOAM有機世界大会・ふくしまからのアピール

2014年10月14日
ＮＰＯ法人福島県有機農業ネットワーク理事長　菅野正寿

皆さん、こんにちは。私は日本の福島からきました菅野正寿といいます。
福島は米、野菜、果物、山の幸、海の幸が豊かな農業県です。
私も米、野菜の家族農業です。娘が一緒に農業をしています。
その福島が3年前の原発事故により、山林も農地も海洋もことごとく汚染されました。
そして未だに13万人が避難しています。放射能への不安をかかえています。
皆さん、原発と人間、原発と農業は共存できません。
原発のない持続可能な社会をふくしまから訴えます。

私たち農家は事故の後も土を耕し、希望の種を蒔いてきました。
皆さん、私は有機農業が復興への光りであることを強く訴えます。
見えない放射能の科学的な検証を有機農家と大学研究者との共同の調査ですすめて
きたからです。
野生のきのこ、山菜は未だに出荷制限が続いています。
それは国土の70％をしめる山林は放射性セシウムが落ち葉から樹木へ循環しているか
らです。
けれども耕して栽培した米、野菜は2年目にしてほとんど検出されません。
しかも微生物の多い肥沃な土壌ほどセシウムが土中に吸着、固定化されることが実証
されてきました。
まさに有機農業の力が再生の光りなのです。

温帯モンスーンの日本は米づくりが3500年続いています。
この米づくりにピリオドを打つわけにはいきません。
友人の有機農家が原発から16㌔の避難指示区域で米をつくってきました。
周囲が雑草のなか、その試験田にだけトンボが飛んだのです。
私は感動しました。
私たち農家は米、野菜だけつくっているのでない。
豊かな生き物、美しい水田、子どもからお年寄りまで共に働くコミュニティも育んできた
のだと。
放射能に汚染され地域が分断されてあらためて痛感しています。
さらに山林と水を活かしたエネルギーも自給してきたことを。
私のトラクターもベジタブルオイルに切り替えました。
日本の「和食」がユネスコから無形文化遺産に登録されました。
まさに家族農業で里山の恵みと食をはぐくんできた農民こそ文化遺産ではないでしょうか。

原発事故後の3年間、市民団体、ＮＰＯ，ＮＧＯ，企業の皆さんのご支援をいただいて
きました。
今、福島ではこの都市と農村の新しい関係がはじまっています。
大学生、市民、企業の皆さんが共に土を耕し、福島で汗を流しています。
有機農業をめざす若者もやってきます。
皆さん、これからは激しい市場競争から、土を耕し種をまく、命を育む、都市と農村の
原発のない共生の時代をつくっていこうではありませんか。
皆さん、福島には希望があります。
子どもたちが野良を駆け回り、学生も市民もお年寄りも共に働き、人が輝き、地域が輝
く福島をつくることです。
原発のない持続可能な福島をつくることです。
ありがとうございました。

「IFOAM有機世界会議」に参加して
―アジアの活発な有機農業運動― 3「IFOAM有機世界会議」に参加して

―アジアの活発な有機農業運動―3



17 16

■
■ 

G
N
H
（
G
r
o
s
s 

N
a
t
i
o
n
a
l

  　
　
　
　

H
a
p
p
i
n
e
s
s
：
国
民
総
幸
福
）

　

G
N
H
は
G
N
P（
国
民
総
生
産
）に
対
抗
す
る
概
念
で
あ
り
、「
幸

せ
」を
最
終
目
標
と
し
た
開
発
・
発
展
を
目
指
し
て
い
る
。
G
N
H
に

は
、
持
続
可
能
で
公
正
な
社
会
経
済
の
発
展
、
文
化
の
保
護
・
振
興
、

自
然
環
境
の
保
全
、
良
い
統
治
の
４
本
の
柱
が
あ
り
、
そ
の
柱
に
則
し

て
9
つ
の
領
域
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
領
域
内
に

細
か
く
設
け
ら
れ
た
33
の
指
標
を
も
と
に
国
勢
調
査
を
行
い
G
N
H

の
量
的
測
定
を
試
み
て
い
る
。
9
つ
の
領
域
の
充
足
ラ
イ
ン
を
6
つ
超

え
た
場
合
に
「
幸
せ
」
と
評
価
で
き
る
仕
組
み
だ
。
政
策
の
評
価
も
、

こ
の
G
N
H
に
則
し
た
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ツ
ー
ル
に
よ
っ
て
行
っ
て
お
り
、

地
域
に
お
け
る
政
策
評
価
も
こ
れ
に
基
づ
い
て
い
る
。
2
0
0
8
年
に

W
T
O
（
世
界
貿
易
機
関
）
加
入
の
是
非
が
議
論
さ
れ
た
際
に
も
、

こ
の
ツ
ー
ル
を
利
用
す
る
こ
と
で
W
T
O
への
加
入
を
見
送
っ
た
。

■
■ 

ブ
ー
タ
ン
の
農
村
地
域
の
現
状 

― 

人
々
と
国
家
の
観
点
か
ら

　

ブ
ー
タ
ン
は
、
M
D
G
s
（
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
）
に
お
け
る
優

等
生
で
あ
る
。
2
0
0
7
年
か
ら
2
0
1
2
年
の
間
に
、
貧
困
率
を

23
％
か
ら
12
％
と
半
減
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
お
り
、
そ
の
他
所
得

や
寿
命
な
ど
に
お
い
て
も
目
標
は
達
成
さ
れ
つつ
あ
る
。
し
か
し
、
政

府
は
、
教
育
や
雇
用
な
ど
課
題
は
ま
だ
多
い
と
の
認
識
を
持
って
お
り
、

特
に
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良
く
な
い
地
方
な
ど
で
は
問
題
は
深
刻
で
あ

地
域
の
力
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
2
0
1
5
年
3
月
14
日
、
甲

南
大
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
創
造
学
部
教
授
の
真
崎
克
彦
氏
を

お
招
き
し
、
ブ
ー
タ
ン
の
地
域
の
力
に
つ
い
て
の
講
演
会
を

開
催
し
た
。
真
崎
氏
は
、
2
0
0
6
年
よ
り
、
ブ
ー
タ
ン
の

G
N
H
（
国
民
総
幸
福
）に
つ
い
て
農
村
地
域
の
状
況
も
踏

ま
え
た
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
ブ
ー
タ
ン
が
G
N
H
を

国
是
と
し
て
い
る
た
め
、
ブ
ー
タ
ン
国
民
は
皆
「
幸
せ
」
に

暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
や
す
い
が
、
実

際
は
他
の
国
々
同
様
多
く
の
社
会
問
題
が
あ
り
、
ブ
ー
タ
ン

政
府
に
よ
る
最
新
調
査（
2
0
1
0
年
度
）に
よ
れ
ば「
幸
せ
」

と
み
な
し
う
る
国
民
の
割
合
は

40
％
前
後
と
い
う
。
農
村
の
人
々

の「
幸
せ
」
度（
37
％
）は
都
市
の

そ
れ（
50
%
）
に
比
べ
て
低
い
。

ブ
ー
タ
ン
の
農
村
地
域
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
、
人
々
の
生
活
領

域
と
国
家
の
活
動
領
域
の
二
つ
の

観
点
か
ら
お
話
を
い
た
だ
い
た
。

幸
福
の
国
ブ
ー
タ
ン
の地

域
の
力

真崎克彦氏

■
■ 

地
域
の
課
題

　

真
崎
氏
は
、
地
域
の
様
々
な
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
政
府
交
付

金
を
は
じ
め
と
し
た
国
家
の
政
策
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
住
民
の

力
で
生
活
の
維
持
や
そ
の
発
展
を
図
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
か

と
言
う
。
そ
し
て
、
そ
の一つ
の
方
向
性
と
し
て
、
村
の
協
同
組
合
と

外
の
グ
ル
ー
プ
と
の
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
を
挙
げ
ら
れ
た
。
こ

れ
は
、
村
に
思
い
を
寄
せ
る
村
外
の
人
々
が
、
村
の
生
活
環
境
の
改
善

に
結
び
つ
く
活
動
を
組
織
と
し
て
支
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
村
を

よ
り
住
み
や
す
い
場
所
に
す
る
具
体
的
な
手
立
て
と
し
て
、
実
際
に

事
業
も
実
施
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
計
画
も
浮
上
し
て
い
る
と
い
う
。
今

後
の
さ
ら
な
る
進
展
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

人
口
70
万
人
の
ブ
ー
タ
ン
の
中
の
ひ
と
つ
の
小
さ
な
村
の
事
例
に
、
日

本
の
地
域
と
共
通
す
る
様
々
な
問
題
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
国
境

を
越
え
て
相
通
ず
る
課
題
と
し
て
「
人
間
の
生
活
領
域
」
と
、「
国
家

（
行
政
）の
活
動
領
域
」
と
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
提
示
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
が
自
ら
の
力
で「
幸
せ
」
を
つ
く
って

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
同
時
に
、
行
政

と
の
連
携
も
必
要
で
あ
り
、
地
域
の
支
援
に

お
い
て
は
そ
の
両
方
に
目
を
向
け
て
い
く
こ
と

が
重
要
に
な
って
く
る
と
思
わ
れ
る
。

（
芦
馬　

貴
文
・
長
谷
川　

雅
子
）

る
。
具
体
的
に
は
、
開
発
の
た
め
の
資
金
の
不
足
、
教
育
や
雇
用
機

会
の
不
足
、
若
年
人
口
の
減
少（
都
市
への
流
出
）等
が
問
題
と
な
って

い
る
。
真
崎
氏
は
、
シ
ン
カ
ル
と
い
う
幹
線
道
路
か
ら
外
れ
た
34
世
帯

が
住
む
小
さ
な
村
を
毎
年
訪
れ
住
民
と
の
交
流
を
持
って
お
り
、
そ
の

村
を
例
に
、
人
々
の
生
活
と
国
家
の
活
動
の
二
つ
の
側
面
か
ら
地
域
の

現
状
に
つい
て
お
話
を
さ
れ
た
。

　

ブ
ー
タ
ン
の
地
方
に
は
、
互
酬
に
基
づ
い
た
「
人
間
の
生
活
領
域
」
が

息
づ
い
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
人
々
の
結
び
つ
き
の
強
さ
や
村
の一
体
感

を
特
徴
と
し
て
お
り
、
地
域
の
問
題
は
地
域
内
で
解
決
す
る
と
い
う

伝
統
が
あ
る
。
し
か
し
、
近
年
の
若
年
人
口
の
都
市
へ
の
流
出
に
よ

り
、
互
酬
的
な
地
域
の
暮
ら
し
も
少
し
ず
つ
難
し
く
な
り
つつ
あ
る
と

い
う
。

　
一
方
で
、
近
年
、
地
域
は
「
国
家
の
活
動
領
域
」
と
し
て
の
側
面
を

持
つ
よ
う
に
な
って
き
て
お
り
、
新
た
な
課
題
が
出
現
し
て
い
る
。
ブ
ー

タ
ン
政
府
は
、
交
付
金
を
分
配
す
る
な
ど
地
方
を
含
め
た
公
共
事
業

を
推
進
す
る
よ
う
に
な
り
、
シ
ン
カ
ル
や
そ
の
近
隣
地
域
で
は
、
政
府

主
導
の
有
機
農
業
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
が
実
施
さ
れ
た
が
、
市
場
への
ア

ク
セ
ス
が
良
く
な
い
こ
と
も
あ
り
、
ま
だ
成
果
を
挙
げ
る
に
は
至
って
い

な
い
。
村
の
生
活
環
境
の
改
善
は
進
ん
で
き
た
が
、
同
時
に
、
村
人
の

間
に
地
域
が
国
家
の
活
動
領
域
で
あ
る
と
い
う
概
念
を
芽
生
え
さ
せ

る
き
っ
か
け
と
な
り
、
村
人
は
、
政
府
の
予
算
を
頼
り
に
す
る
局
面

が
増
え
て
き
た
。

地域の力フォーラムセミナー

幸福の国ブータンの地域の力 4幸福の国ブータンの地域の力4
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■
■ 

「
輝
く
地
域
」訪
問
調
査
か
ら

　

地
域
診
断
ツ
ー
ル
の
作
成
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
「
地
域
の
力
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
で
訪
問
し
、
視
察
・
交
流
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
「
輝
く
地
域
」

の
事
例
分
析
を
お
こ
な
っ
て
み
た
い
。「
地
域
の
力
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は

2
0
1
3
年
よ
り
、
国
内
6
県
10
地
域
お
よ
び
海
外
2
地
域
の
計
12

の
地
域
を
訪
れ
、
地
域
づ
く
り
の
事
例
調
査
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の

事
業
主
体
や
事
業
内
容
、
成
果
等
を
ま
と
め
た
も
の
が
20
頁
の
「
輝

く
地
域
」
訪
問
調
査
概
要
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
事
業
の
主
体

は
大
き
く
民
間
と
行
政
に
分
か
れ
、
民
間
の
場
合
の
ほ
と
ん
ど
は
農

家
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
農
家
主
体
の
事
業
で
も
行
政
と

連
携
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
ま
た
そ
の
逆
に
行
政
主
体
の
場
合
に

も
民
間
と
の
連
携
が
見
ら
れ
る
。

　

次
に
、
事
業
内
容
に
共
通
し
て
多
く
見
ら
れ
る
の
は
、
環
境
保
全

型
農
業
と
都
市
と
の
交
流
で
あ
る
。
都
市
と
の
交
流
の
形
と
し
て
は
、

生
産
者
と
消
費
者
と
の
提
携
や
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
が
含
ま
れ
、

持
続
可
能
な
環
境
保
全
型
農
業
の
価
値
を
評
価
す
る
都
市
の
人
々

が
、
市
場
を
介
さ
な
い
経
済
を
通
し
て
農
村
地
域
を
支
え
て
い
る
様

子
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
ま
た
、
地
域
づ
く
り
の
実
績
・
成
果
と

し
て
、「
輝
く
地
域
」
調
査
概
要
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、
農
産
物
の

販
路
拡
大
に
よ
る
農
業
経
営
の
安
定
化
と
、
地
域
へ
の
訪
問
者
・
移

住
者
の
増
加
で
あ
る
。「
地
域
の
宝
」
を
活
か
し
た
環
境
保
全
型
農
業

へ
の
取
り
組
み
を
、
そ
の
価
値
を
評
価
す
る
都
市
住
民
等
に
発
信
す

る
こ
と
で
、
そ
の
地
域
へ
の
訪
問
者
・
移
住
者
が
増
加
し
、
そ
れ
が
農

産
物
の
販
路
の
拡
大
に
つ
な
が
る
と
い
う
好
循
環
が一つ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

■
■ 

「
幸
福
度
指
標
」を
踏
ま
え
て

　

こ
の
地
域
づ
く
り
の
成
果
を
測
る
も
の
と
し
て
参
考
に
な
る
の
が
、

最
近
各
地
で
作
成
さ
れ
て
い
る
「
幸
福
度
指
標
」
で
あ
る
。
幸
福
度

指
標
は
、
人
々
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
環
境
が
ど
の
程
度
整
っ
て
い
る
か

を
測
る
指
標
で
あ
り
、
前
述
の
、
国
民
総
幸
福
度
（
G
r
o
s
s 

N
a
t
i
o
n
a
l 

H
a
p
p
i
n
e
s
s
：
G
N
H
）
を
提

唱
し
た
ブ
ー
タ
ン
に
よ
る
も
の
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
2
0
0
0

年
代
以
降
は
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
州
政
府
等
で
も
作
成

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
指
標
に
基
づ
く
住
民
調
査
を
反
映
し
た
施

策
が
行
わ
れ
て
い
る
。
2
0
1
0
年
以
降
は
日
本
の
地
方
自
治
体

等
で
も
独
自
の
指
標
の
作
成
が
進
ん
で
お
り
、
中
で
も
、
2
0
1
4

年
8
月
に
「
地
域
の
力
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
訪
問
し
た
、
東
京
都
荒
川

区
の
公
益
財
団
法
人
荒
川
区
自
治
総
合
研
究
所
で
は
、
現
区
長
に

よ
る
「
区
政
は
区
民
を
幸
せ
に
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
」
と
い
う
考
え

の
下
、
荒
川
区
民
総
幸
福
度
（
G
r
o
s
s 

A
r
a
k
a
w
a 

H
a
p
p
i
n
e
s
s
：
G
A
H
）指
標
を
作
成
し
、
政
策
へ
と
生

か
す
べ
く
調
査
研
究
を
続
け
て
い
る
。
G
A
H
は
、
①
健
康
・
福
祉 

②
子
育
て
・
教
育 

③
産
業 

④
環
境 

⑤
文
化 

⑥
安
全
・
安
心
の
６
つ

の
分
野
か
ら
な
り
、
そ
れ
ら
を
束
ね
る
も
の
と
し
て
幸
福
実
感
度
と
い

う
指
標
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。 

　

C
S
O
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
世
界
8
地

域
日
本
6
地
域
の
幸
福
度
指
標
に
つ
い
て
調

査
を
行
っ
た
が
、
多
く
の
指
標
に
共
通
す
る

分
野
と
し
て
、
①
所
得
・
雇
用
（
経
済
）　

②
健
康
・
福
祉　

③
子
育
て
・
教
育　

④
環

境　

⑤
文
化　

⑥
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ 

が
見
ら
れ
た
。
こ
の
枠
組
み
は

G
A
H
と
も
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い
る
。
一
般
的
に
は
、
所
得
・
雇
用
等
経

済
的
な
側
面
が
、
地
域
づ
く
り
の
成
果
と
し
て
注
目
さ
れ
が
ち
で
あ
る

が
、
健
康
・
福
祉
や
子
育
て
・
教
育
、
そ
し
て
文
化
等
、
多
角
的
に

幸
福
度
を
満
た
す
環
境
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
人
が
定

着
あ
る
い
は
流
入
し
、
持
続
可
能
な
地
域
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら

れ
る
。一方
で
、地
域
に
暮
ら
し
続
け
た
い
人
の
地
域
に
求
め
る
要
素
は
、

例
え
ば
、
環
境
や
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
を
優
先
す
る
と
いっ
た
形
で
、
都

市
の
幸
福
と
は
違
う
可
能
性
も
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
地
域
づ
く
り

の
た
め
の
独
自
の
幸
福
度
指
標
を
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
今

後
は
、
こ
の
よ
う
な
幸
福
度
指
標
の
視
点
も
踏
ま
え
、
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
方
た
ち
に
、
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
診
断
ツ
ー
ル
を

実
際
に
使
って
い
た
だ
い
た
上
で
の
ご
意
見
を
う
か
が
い
な
が
ら
ツ
ー
ル
の

作
成
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

（
長
谷
川　

雅
子
）

しらたかノラの会農産加工品

山形置賜地域雪景色

　

こ
れ
ま
で
「
地
域
の
力
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、
地
域
づ

く
り
に
成
果
を
あ
げ
て
い
る
「
輝
く
地
域
」
を
訪
問
し
、

地
域
づ
く
り
に
奮
闘
し
て
き
た
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
の
お
話

を
う
か
が
っ
て
き
た
。「
輝
く
地
域
」の
多
く
は
、
そ
の
地

域
独
自
の
風
土
や
伝
統
な
ど
「
地
域
の
宝
」
を
活
か
し
た

地
域
づ
く
り
を
行
っ
て
い
た
。
私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な

地
域
づ
く
り
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
抽
出
し
モ
デ
ル
化
す
る
こ

と
で
、
地
域
の
課
題
に
立
ち
向
か
い
地
域
づ
く
り
の
中
で

も
が
い
て
い
る
人
々
に
何
ら
か
の
ヒ
ン
ト
を
提
示
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。
地
域
づ
く
り
の
成
功
事
例
に
共
通
す

る
要
素
を
体
系
化
し
、
一
連
の
診
断
ツ
ー
ル
と
す
る
こ
と

で
、
地
域
づ
く
り
の
様
々
な
局

面
、例
え
ば
困
難
に
突
き
当
た
っ

た
時
や
、
次
の
展
開
を
考
え
る

時
な
ど
に
、
地
域
づ
く
り
に
必

要
な
要
素
に
気
づ
く
手
段
と
し

て
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
の
思

い
で
地
域
診
断
ツ
ー
ル
の
作
成

を
試
み
る
。

地
域
診
断
ツ
ー
ル作

成
に
向
け
て

地域診断ツール作成に向けて 5地域診断ツール作成に向けて5



一人ひとりの尊厳が保障される公正な社会の実現に向けて、持続可能な社会づくりの担い手を、セク

ターや国境を越えてつなぎ、人々の参加を促すことを目的に活動している。国内外のCSO（Civil Society 

Organization: 市民社会組織）とのネットワークや、多様なセクター間の連携を通して、調査・研究、情報

発信、セミナー・イベント開催、提言活動等を行っている。活動テーマは、社会的責任（SR）・サステナビリティ

の推進（開発支援の新しい潮流調査を含む）、ミレニアム開発目標（MDGs）／ポスト2015情報発信、地域

主体の持続可能な社会づくり、他。

「地域主体の持続可能な社会づくり」事業の一環として、2013年度より、福島の有機農業生産者、ジャー

ナリスト、流通関係者、大学の研究者らとともに「地域の力フォーラム」を立ち上げ、地域資源を活用し内

発的発展に取り組む農山村地域を訪れ、持続可能な第一次産業や農山村と都市との連携による地域づく

りに関する調査をおこなっている。今後は、この持続可能な地域づくりのモデル化・理論化を検討する。
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（プロジェクト名） 主体 特徴 実績・成果

山形県 高畠町 有機農業運動 たかはた共生塾（開
始当初は青年団）

自然環境に配慮した農業の推進、安
全・安心な農産物の生産、地域の自
給の実現、農業の担い手支援等。

和田ゆうきの里（交流拠点施設）づ
くり、「たかはた食と農のまちづくり条
例」制定、たかはた文庫の整備等。

宮城県 大崎市
鳴子地区

鳴子の米プロジェクト NPO法人鳴子の米
プロジェクト　

生産者価格の保証、地元非農業家
との連携強化、生産者と消費者の
関係強化等。

参加農家戸数・耕作面積増加、ブラ
ンド化、農家の満足度向上等。

さとのわ事業 NPO法人東鳴子ゆ
め会議

御殿湯復活、地域内外主体との連
携事業、温泉街との連携等。

「人に優しい地域の宿づくり賞」にお
ける「厚生労働大臣賞」、地域づくり
総務大臣表彰受賞等。

岩手県 葛巻町

葛巻町町おこし 葛巻町
環境を生かした酪農発展支援、風力
発電、バイオマスによるクリーンエネ
ルギー事業等。

乳製品販路拡大、訪問者数増加、
雇用創出、電力自給率160％等。

木質バイオマスプロ
ジェクト 葛巻林業株式会社 環境に配慮した木材の有効活用、

燃料開発、ペレット生産等。
地産地消型消費、コスト・CO2削減
等。

森と風の学校 NPO法人岩手子ど
も環境研究所

廃校再利用、子どもへの農業体験、
自然との触れ合いの機会提供等。

文部科学省「廃校50選」選出、年間
三千人の訪問者、地域活性化等。

岩手県 紫波町 循環型まちづくり運動 柴波町 民間セクターとの連携、町民参加型
まちづくり等。

「循環・共生・参加まちづくり表彰」に
おける「環境大臣賞」受賞、農産物の
ブランド化、市民参加条例の制定等。

福島県
喜多方市 
熱塩加納
地区

万農塾 有機農業研究会 学校給食に有機食材導入、農業教
育・農業体験の提供、営農指導等。

さゆり米のブランド化、参入農家・
収量の増加、給食に完全米飯献立
導入等。

福島県 喜多方市 エネルギーに関する
地域づくり

NPO法人まちづくり
喜多方

個人レベルの除染活動の普及活動、
太陽光発電の普及活動、蔵の保護
支援等。

「喜多方蔵のまちづくりセンター」設
立、「まちづくりプラン」策定、景観保
護等。

福島県 喜多方市
山都地区 環境保護活動 本木・早稲田　堰と

里山を守る会

人手としてのボランティアと地域住民
の仲介、提携関係強化、シンポジウ
ムなど情報発信等。

外部からのボランティア協働者数の
増加、販売経路拡大等。

インド
アーンドラプ
ラデシュ州ア
ラク丘陵地帯

アラクモデル ナンディ財団
荒地への多種樹木の植樹、養蜂・
堆肥づくりの技術指導、自治機能育
成等。

先住民の所得増加、女性の自立促
進、生産者の組織化、渓谷の環境
回復等。

島根県 邑南町
「日本一の子育て村」
を掲げ若年移住の
促進

邑南町

第二子以降の保育料無料化、中学
卒業までの医療費無料化、出産と
子育ての環境整備、徹底した移住
者ケア等。

2013年に合計特殊出生率で国の平
均を1.22上回る。2013年の人口動
態は20人の社会増等。

島根県
吉賀町

（旧柿木
村）

移住者の受入活動、
有機農業によるまち
づくり

柿木村有機農業
研究会

安全なコメや野菜を広島・山口等近
郊都市に出荷。移住に関する情報
の発信、移住者のネットワーク作り
等。

2003年度以降の11年間で85名（40
世帯）が移住定着。

トルコ イズミール

IT技術と伝統的技
法の共存による大規
模な有機農業の共
同経営

13の家族が共同経
営する有機農業法人

5000ヘクタールの敷地で有機栽
培、堆肥づくり、畜産等を実施。伝
統的技法とITを駆使した最新型の衛
生管理施設の共存等。

共同型農場経営により、各家族に
給与支給、福利厚生も充実。大規
模経営の中で持続可能な農業を実
現等。

山形県 置賜地方 地域自給圏構想 置賜自給圏推進機構
長井市のレインボープラン等地域内
の循環型地域活性化策を共有・連
携。8部会で調査研究を実施等。

自給圏の考えに賛同する個人、企
業、行政、大学、組合、NPO等会
員250名。

山形県 白鷹町 無農薬・省農薬農産
物加工販売

しらたかノラの会企
業組合

六次産業化、安全・安心な食材や
地域の伝統文化を評価する都市消
費者への提携等による販売等。

注 文 販 売 会 員 数300名、年 商
2000万円。地域文化の伝承。森
林保全、災害対策等も含めた地域
活動。

福島県 二本松市
東和地区

有機農業を中心とし
た地域づくり

特定非営利活動法
人東和ふるさとづく
り協議会

グリーンツーリズム（農家民宿）、「とう
わげんき野菜」ブランド化、新規就農
者の積極的な受け入れ、放射能調
査を積極的におこない情報開示等。

2011年農村復興局長賞受賞、2015
年地域再生準大賞、新規就農者40
人等。

「輝く地域」訪問調査概要
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